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このたび、宮城県（知事：村井嘉浩）とアイベックスエアラインズ株式会社(本社：東京都江東区・代表取

締役社長：浅井孝男)とは、包括連携協定を締結することとし、下記のとおり協定締結式を行いますのでお

知らせいたします。 

 

 記  

  

1. 日 時  2018 年 1 月 25 日（木） 14:40～15:00 

 

2. 場 所  宮城県行政庁舎 4 階 庁議室 

 

3. 出席者  宮城県知事                           村井 嘉浩 

アイベックスエアラインズ株式会社 代表取締役社長 浅井 孝男 

  

4. 連携項目 

(1) 仙台空港の利用促進に関すること。 

(2) 観光の振興に関すること。 

(3) 県産品等の PR に関すること。 

(4) 教育支援に関すること。 

(5) 災害時の支援物資及び人員の輸送に関すること。 

(6) その他地域の活性化及び県民のサービス向上に関すること。 

※ 詳細は別紙をご参照ください。 

 

 

 

添付： 宮城県とアイベックスエアラインズ(株)との包括連携協定について 

以 上 

 

 
＜お問い合わせ先＞ 

・ 宮城県 土木部 空港臨空地域課 空港振興班 佐々木 022-211-3228 

・ アイベックスエアラインズ株式会社 広報担当        03-5606-3337 
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別紙



目的
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宮城県の活性化に向け、

『インバウンドを含めた日本国内の地方間流動の更なる促進』

という課題に対して、宮城県とIBEX双方の強みを生かして協力しながら課題解決に積極的に対応
していく。

＜IBEXの強み＞
仙台空港を中心とした地方航空会社としてのリージョナル・キャリア事業を通じて培った経験と、当社

が保有する小型機の特性と強みを土台に、企業間連携の促進にて、新たなゆとりと豊かさを生み出

し時間価値創造を推進していく。

＜宮城県の強み＞

●東北地方を代表するたくさんの味覚と､松島や蔵王を始めとする豊かな自然
●国内外からヒト・モノを呼び込む東北のグローバルゲートウェイ

●国管理空港初の民営化を実現した仙台空港の更なる利用促進



新たな『地域間交通モデル』づくり

地域活性化に向けた施策

❶ 『New Regional Airline Lab.』の共有

❷ 新地域間交通モデルの実現に向けたアイデア創出

❸ 地域の魅力度向上施策（観光、企業、特産品、イベント）

❹ 地域サービス向上施策（災害時、介護、教育支援）

地方間流動
更なる促進
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取り組みの方向性
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協定項目 取り組み

1 仙台空港の利用促進に関すること。
・ 発着地双方での共同プロモーション

・ 期間限定“均一記念運賃”の設定

2 観光の振興に関すること。

・ むすび丸ジェット 2018年5月就航（P5参照）

・ 観光情報誌の制作協力及び機内搭載

・ 客室乗務員による宮城県PRバッジ・オリジナルエプロンの着用

3 県産品等のＰＲに関すること。 ・ 機内サービスにおける県産品の使用（ドリンクなどを検討中）

4 教育支援に関すること。 ・ 航空教室・出前授業、地域イベントへの協力

5 災害時の支援物資及び人員の輸送に関すること。 ・ 災害時の輸送協力

6 その他地域の活性化及び県民のサービス向上に関すること。

・ 新地域間交通モデルの実現に向けた研究・取り組みの推進

（リージョナルエアラインを基軸とした地域活性化の取り組み）

※ 『New Regional Airline Lab.』における研究・取り組み

（P6-8参照）

協定項目と取り組みの概要
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【参考①】 むすび丸ジェット

～CRJ700 JA14RJ 特別デカール貼付イメージ～

2018年5月就航予定
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【参考②】 新地域間交通モデルの実現に向けた研究・取り組み

～New Regional Airline Lab.の共有①～

空港

自治体

大学

企業

IBEXは、東北のゲートウェイである仙台空港を中心としたリージョナルエアライン事業を通じて培った経験と、当社が保有する

小型機材の強みを土台に、航空サービスの利便性向上を目指してきました。今後は、企業間・産学間の連携により、

New regional Airline Lab.において、全く新しい な地域間交通を します。

New Regional Airline Lab.とは

IBEXが目指す新たな地域間交通モデルを自治体・大学・企業・2次交通と するプラットフォームです。
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シンプル・シームレス・スピーディな地域間交通（案）

新地域間交通モデルとは、

New Regional Airline Lab.が創り出す な地域間交通案です。

モデル実現により、移動されるお客様の時間価値の最大化を図り、地域間流動の更なる促進を目指します。

【参考②】 新地域間交通モデルの実現に向けた研究・取り組み

～New Regional Airline Lab.の共有②～



１）企業間連携の場（異業種・空港・2次交通とコラボ）

２）産学連携の場（大学とコラボ）

以下の２つの場を設定し、サービス・デザイン*の考え方をベースにアイデアを具現化する。

なお事務局機能として、IBEX社内にて地域活性化チームを新設する。

*顧客と対象サービスの背景に存在するサービス提供者が関わる接点全体を、デザインの対象として捉え、 その最適化を

図る。

①航空運送：IBEX

②バス輸送： 調整中（地方バス会社・自動車メーカー）

③空港施設：調整中（地方空港）

④機内設備：

・ ㈱ジャムコ：IBEX・ジャムコ間の航空機整備におけるパートナーシップ協定

・ ティアック㈱：国産初機内ワイアレスエンターテイメントサービスの共同開発

⑤市内施設：調整中（地方百貨店）

⑥旅客動向調査：トッパンフォームズ㈱

①都内大学 国際観光学部との連携

対象路線： 仙台＝広島線

ターゲット層：インバウンド

IBEX
地域活性化チーム

（新設）
×

宮城県
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【参考③】 新地域間交通モデルの実現に向けた研究・取り組み

～新地域間交通モデルの実現に向けたアイデア創出～
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